

　　１．大阪版食の安全安心認証制度実施要綱（仮称）を定め、その中に「認証機関の指定」
を規定する。
２．認証機関の指定は、知事が実施するが、その適格性について「認証機関審査委員会　（仮称）」の承認を必要とする。
委員会の設置については、上記要綱に位置づける。
　　

　　３．認証機関の指定条件
　　　　・認証機関は、公正かつ適正な認証業務を行うため、食品衛生に関する指導・助言等の実績及び認証業務を行うに十分な技術的能力を有する「公益社団法人又は公益財団法人（特例社団法人又は特例財団法人を含む。）」とする。
　　
　　・申請に伴う書類としては、下記のとおりとする。
　　　　　①定款又は寄附行為及び登記簿謄本

　　　　　②次に挙げる事項を定めた認証業務に関する規程

　　　　　  ・認証に係る業務に要する費用（手数料）に関する事項
・認証に係る業務を行う組織に関する事項

・認証に係る業務の実施方法に関する事項　など
③認証に係る審査を行う者の氏名及び略歴

④現に行っている食品衛生に関する指導、助言等の実績

４．現地審査員の要件は、下記のとおりとする。　

　　 ・食品衛生監視員又は食品衛生管理者の資格要件を満たすこと

　 ・食品衛生業務に５年以上の従事経験

 　・審査にあたる施設とは直接の利害関係にないこと
・府が実施する認証審査に関する講習会を修了した者
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大阪版食の安全安心認証制度について


　　　　　　


～認証機関の指定（案）～














